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女性のこころとからだの相談室

池添 冬芽*,我 部 山キ ヨ子**

1.「 女性 の こころ とからだの相 談室」 の概要

女性のこころとか らだの相談室は,女 性がそのライ

フサイクルにおいて遭遇する健康問題に対 して,こ こ

ろとからだの両面か ら総合的に相談に応 じることを目

的として平成15年4月 に開設された。相談室では,京

大病院に通院する人産褥婦のみを対象 とする 「ママ ・

ベビー相談」 と,広 く一般女性 とその家族を対象とす

る 「女性のこころとか らだの相談室」の2本 立てで相

談 を行っている。

後者の 「女性のこころとか らだの相談室」における

対象は女性のライフサイクル各期における健康問題を

抱えた女性であり,医 師に相談する程で もないが自分

では解決できない,あ るいは専門家に対 してゆっくり

時間をかけての相談を希望する女性である。相談業務

は保健師,助 産師,看 護師,理 学療法士,作 業療法

士,臨 床心理士の資格を持つ医学部保健学科の教員が

担当しており,京 大病院の外来棟4階 にて実施 してい

る。

2.平 成17年 度の相談室の実績

1)相 談内容の特徴および領域別相談件数

平成17年 度の相談室の内容については下記の通 りで

ある。

【月曜 日】思春期 ・青年期の心理的問題についての

相談 を臨床心理士が受けている。主たる来談者は不登

校や引 きこもりの子 どもを持つ母親,自 分の性格や対

人関係,親 子関係の問題に悩む女性である。相談 に

よって問題 を整理 し,当 面の方針を立てることで安心

感が高まり,状 態が少 しずつ改善 してい くことが多

いo

【火曜 日】成人 ・更年期 ・老年期の様々な相談を助

産師 ・保健師 ・看護師 ・理学療法士が担当 している。

成人期の身体的問題,更 年期障害や生活習慣病による

心 身の問題,不 眠症や高齢者の健康 や体力づ くりな
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ど,1時 間に一人 とゆっくりと時間をかけて相談に応

じてお り,ま た,ア ロマテラピーなど,リ ラクゼー

ションに心がけなが ら,幅 広い領域の相談に対応 して

いる。

【水 曜日】子 どもの発達 に関する療育相談を理学療

法士 と作業療法士が担当している。相談内容は運動,

言語,知 的,社 会発達等,多 岐におよび,理 学療法士

は主 に未熟児,脳 性麻痺等による運動の遅れや重症心

身障害児の家庭療育に関する相談を,作 業療法士は学

習障害,注 意欠陥多動性障害,ア スペルガー障害等の

軽度発達障害児の行動理解,学 校支援や自閉症児のコ

ミュニケーション障害に関する相談を中心に行ってい

る。

【木曜日】妊娠 ・出産に関わる妊婦 ・不妊 ・不育等

の相談 を助産師が担当している。相談内容は妊娠 ・分

娩 に関する思いや生活指導,不 育症,不 妊症,性 に関

する相談,女 性の健康に関する相談であ り,治 療や検

査 について理解 と納得がで きる説明を受けたい という

ものや,医 療の場面では話 しにくい相談者の不安や生

活 に関する相談である。

【金曜日】母乳 ・育児相談 を助産師が受けている。

相談内容は母乳育児中の母親による母乳分泌促進また

は乳房 トラブル,断 乳に関する相談が中心である。乳

房マッサージによる分泌促進や断乳 乳房 トラブルの

解決 を図るが,同 時に育児や産褥期の褥婦の身体に関

する相談 も多い。週1回 の相談のため,必 要に応 じて

他施設への紹介 も行っている。

平成17年4月 から平成18年3月 末までの相談内容と

相談延べ人数は図1の とお りである。

s)相 談後の経過

相談後の経過について,終 了,継 続 紹介のいずれ

の経過であったかの割合を図2に 示す。思春期 ・青年

期の心理的相談,療 育相談,お よび母乳 ・育児相談は

継続の割合が多いのに対 して,成 人(更 年期 ・老年

期),妊 婦 ・不妊相談は1回 の相談で終了 している割

合が多い。

3.平 成18年 度の相談室の体制

1)相 談料金の有料化

相談室の料金については,か ねてか ら私費料金を徴

収することを交渉 してきた。 ようや く平成18年 度に京

都大学医学部附属病院の諸料金規定が表1の ように改
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表1相 談室の料金

女 性 の こ こ ろ と か らだの 相 談 室 に お け る相 談 料

「思 春 期 ・青 年 期 相 談 」,「生 活 習 慣 改 善 ・介 護 予 防 」,

「中 高 年 期 更 年 期 」,「 リ ンパ 浮 腫 改 善」,「移 植 医 療 に 関 す

る相 談 」,「体 力 づ く り」,「療 育 相 談 」,「妊 婦 ・不 妊 相 談」,

「睡 眠 ・住 ま い相 談 」,「母 乳 ・育 児 相 談」 に係 る相 談 料

1回(1時 間)に つ き3,∞0円 ×1.05=3.,150円

1時 間 を超 え90分 まで4,500円 ×1.05=4,725円

90分 を越 え2時 間 まで6,000円 ×1.05言6,300円

訂 され,平 成18年6月 より有料を原則 として相談業務

を開始 した。現在,相 談室においては,1件 につき約

1時 間を基本 として月曜か ら金曜 日の13時 から16時の

時間帯で相談業務 を実施 している。また,こ れに伴

い,従 来の記録用紙が全て電子カルテ上の記入に移行

した。

2)予 約受付担当者の雇用

当相談は電話受付による完全予約制であ り,週2回

の予約受付業務はこれまで医学部保健学科の教員が

行 っていた。 しかし,保 健学科の講義や実習等との兼

務は困難 となってきたため,予 約受付担当者の雇用に

関する京大病院の運営改善要望書を提出 し,平 成18年

5月 より予約受付担当者の雇用が決定された。なお,

当相談室での相談科 目が専 門的かつ多岐にわたるた

め,相 談内容 を把握 し,か つ適切な相談科 目に割 り振

れるよう,医 学的知識を有する者の雇用を要望 し,保

健 ・医療 ・看護に精通 した看護師を非常勤 として採用

した。

3)相 談室担当者および相談内容の変更

平成18年 度 より保健学科教員の異動に伴い,相 談室

の体制が大幅に変更 された。相談室の副室長は岡島文

恵講師から我部山キヨ子教授に変更 となり,月 曜日か

ら金曜 日の相談室の内容についても,表2の ように再

編 された。

4.お わ り に

開設からまる3年 が経過 し,相 談件数は平成16年 度

では326件,平 成17年 度では331件で横ばい状態である

ので,院 内 ・院外に対する普及活動を継続 して推進す

る必要がある。 また,平 成18年 度6月 か らは相談料の

有料化が導入 された。今後この有料化 によって,相 談

件数や相談内容が どのように推移するかを注意深 く見

守 っていくことが重要である。
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表2相 談室の内容

曜 日 時 間 相談科目 担当者 職 種 相談内容

思春期 ・青年期 の心理的 な諸問題 について,じ っ く
り時 間をかけてお話 を伺い,問 題点 を整理 し,当 面

月曜 日 13:00-16:00 心 理 相 談 菅 佐和子 臨床心理士 の方針 を見 出すお手伝い をい た します。 ご本人,ご

家族 および関係者 の来談 を歓迎 いた します。但 し,

誇 ぞ掛 嬰 赫 響犠 徽 ζセリング}ま

体力づ くり ・
リハ ビリ相談

池 添 冬 芽 理学療法士 1鞭諜難懸灘1壌
にご相談 くだ さい。 その方のか らだの状態 にあわせ
た運動 ・リハ ビリをご指導い た します。

握欝轟 驚智管驚騨暴雌雛性募
我部山 キ ヨ子 助 産 師 女性 ホルモ ンが崩 れ る ことに よる精神 ・身体 的症

状,お よび不妊 に関す るあ らゆるご相談 に応 じてい
ます 。

火曜日 13:00-16:00

妊娠 ・不妊相
談,更 年期相
談,母 乳 ・育

妊娠 中に快適 な生活 を送 るため のヒン ト ・自分のス
タイルに合 った出産場所の選択,育 児で気 にな って

児相談 いるこ とのご相談 に応 じてい ます。 また,不 妊治療

柳 吉 桂 子 助 産 師 に関す る こ と,不 妊治療 を受 けてい る方やパ ー ト
ナー,ご 家族 の問題 につい てもご相談 に応 じてい ま
す。病 院に行 くまで もないか なと思われ る身体や性
の悩 み,女 性 の健診 に関す る説明 などもお気 軽 にご
ご相談 ください。

不 眠で悩 んでい る方,ご 自身 の睡眠 を客観的 に確認
しより健康 な睡眠 を とりたい と思 ってい る方の こ相

難灘設住 宮 島 朝 子 保 健 師 談に応 じています。障害 など身体機能の変化 に伴い
必要 となる改修や ご家族が生活 しやすい間取 りの工
夫 な ど,安 全で快適 な生活 を送 るための住環境 につ
いて,ご 相談 に応 じてい ます。

広汎性発達 障害,学 習障害等,集 団適応 に問題 を持

小 西 紀 一 作業療法士
つ子 どもさんなど,主 に知的発達や コ トバの発達,

社会性 の発達 に遅 れを もつお子 さまに対 し,感 覚統
合理論 にのっ とってご相談 に応 じてい ます。

加 藤 寿 宏 作業療法士 灘麟購欝離難
奎躍目 13:00-16:00 療 育 相 談 する生活支援(日 常生活動作 ・遊び など)の ご相談

に も応 じています。

脳性麻痺,発 達遅れ,重 度複合障害など運動発達の
障害 を もつお子 さまが,座 る ・立つ ・歩 くな どの能
力 を身につけるこ とは,骨 や筋 肉の萎縮 を防 ぎ,体

大 畑 光 司 理学療法士 力 を維持す るだけでな く,日 常生活 を豊か にす るた

箋雛奪跨蕩豪想薩馨畳鐙聖鍵会鶴轟
轟書芳麗亙隷璽 嬰誘髪僅慧襲ゑ嚢勢
フェルディ式医療 マニュアルリンパ ドレナージ複合

リ ン パ ド レ

ナー ジ

赤 澤 千 春
奥 津 文 子
星 野 明 子

看 護 師
看 護 師
保 健 師

的理学療法 に基づ いて,手 術後 ・慢性静脈不全症 な
どによる リンパ性浮腫の苦痛 を緩和す るための,セ
ル フケア(皮 膚 のケア,セ ルフマ ッサ ージの基本)
につ いてご相談 に応 じてい ます。

木曜日 13:00-16:00 臓器移植は末期臓器不全で苦しんでいる人々の命を

移植医療に関
する相談 林 優 子 保 健 師 瀬響纈難 鍵諌繭

植後順調 に生活 を送 ってい ても問題が生 じた り,心
配ご とや不安 に一人 で悩 んで いらっしゃる方 もあ る
と思 います。 どうぞお気軽 にご相談 くだ さい。

一方,有 料化に見合 うように,① パンフレットの作

成や視聴覚資料の活用を図るなどして相談内容の充実

や相談方法の工夫を行い,対 象のニーズに答える努力

を一層行 うこと,② 母乳相談や リンパ浮腫相談に対す

るケアの実践のように,専 門的技術の的確 な提供と提

供技術の拡大ができるように被相談者の専門的技術力

の修練 を行 うこと,③ 対象者の相談に十分に答えられ

たか否かの客観的 ・主観的評価を行 うこと,な どを積

極的に行っていく必要がある。
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